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日航経営の社会的な責任を果たさず、 

安全軽視、職場無視の姿勢を改めさせ、 

「絶対安全」を構築させるために、 

日航乗員組合  

ストライキ決行！！ 
 
日航乗員組合は、本日（16日）の航空の山場に向けストライキを構え今年末要

求への誠意ある回答を求めて交渉してきました。しかしながら日航経営は誠意あ

る回答を行わないばかりか、逆に全社員の基本賃金を 8％（管理職は 10％）カッ
トする提案をしてきました。さらに「再生ビジョン」を発表しましたが、その内

容は更なるコスト削減や人員削減を計画しており、今日本航空に最も求められて

いる安全対策については全く触れられていませんでした。 
さらに勤務問題では、確定判決をも踏みにじり 11 月 1 日から会社案の就業規

則を強行するなど、コンプライアンスなどとは程遠い反社会的な愚考を繰り返し

ています。日航乗員組合は山場前日にも団交を開催させ誠意ある対応を求めてき

ましたが、日航経営は全く対応しませんでした。 
このような経営の対応に対し日航乗員組合は、経営に猛省を促し経営姿勢を改

めさせるとともに、日本航空の「絶対安全」を構築するため本日（11月 16日）、
東京始発全面ストライキを決行しました。 
日乗連はこの日航乗員組合の方針を全面的に支持するとともに、今後あらゆる

支援活動を行っていきます。 
 
なお同様にストライキを構え交渉を行ってきた JPU、ACA、APU、等は前日或

いは深夜に回避を決定しています。 




